
２．活用場面等（例）

【関連する学習指導要領の内容】
〇数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを理解し、式を用い
て表したり読み取ったりすること。〔１年A（２）知識・技能エ〕

〇連立二元一次方程式を具体的な場面で活用すること。〔２年A（２）思考・判断・ 表現イ〕

１．作成の趣旨
数量の関係を捉えて、ある特定の量に着目して立式することや捉えた数量を表

や線分図などで表してその関係を明らかにすること、着目する数量によって様々
な方程式が立てられることに気付くことなど、連立二元一次方程式を見通しを
もって的確に活用することをねらいとして本問題を作成しました。

対象学年：第２学年以上
領域・単元等 「連立方程式」

例１【学期末、学年末の定着確認の問題として】
〈啓林館、東京書籍、大日本図書 ７月、９月、３月頃〉
⇒活用後について

定着が不十分な場合は、生徒の誤答やつまずきを確認する等、生徒の実態
を丁寧に見取った上で、類似の問題に取り組む機会を設けましょう。

例２【単元末の定着確認の問題として】
〈啓林館、東京書籍、大日本図書 ６月頃〉
⇒活用後について

定着が不十分な場合は、立式した方程式の意味や数量の関係を読み取る
ことができているかどうかを確認する問題や、文章題から方程式を立式する
問題に取り組む機会を設けましょう。

Ｒ５「くまナビ評価問題」中学校数学 活用のポイント

３．連立方程式の利用の授業の充実に向けて
〇計算や立式ができていても、授業の中で適宜、式の意味や立式する際に着目し
た数量の関係等を確認しましょう。

〇立式が難しい生徒には、問題文中の数量の関係を表す部分に線を引いたり、そ
の数量の関係を表に整理したりすることで、立式につながる数量の関係を捉え
る活動を取り入れる等して支援しましょう。

〇必要に応じて、1年生の「文字を用いた式」での学習内容も振り返りながら、立
式や計算の指導をしましょう。

僕はかずやさんが歩いた道のりをx、自転車で進
んだ道のりをyとおいて連立方程式を考えたよ。

私はかずやさんが歩いた時間を
x、自転車で進んだ時間をyとお

いて連立方程式を考えました。

なるほど。２人ともなぜ
その数量を文字で表そ
うと考えたのですか？


